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【ホームページアドレス】
☆新濃尾農地防災事業所：
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リフレッシュ濃尾用水・編集事務局
紙面の内容に限らず、農業農村整備事業に興味のある方は、お気軽にお問い合わせ下さい。

ご意見・ご質問はホームページの
お問い合わせフォームから！

☆第１弾☆

いちばん知りたいことに答える
土地改良の授業

☆第２弾☆
３分でわかる！土地改良事業

～新濃尾地区～

新濃尾事業所PR動画を公開しています。

農林水産省は、令和3年12月24日に「令和4年度農林水産予算概算決定」を取りまとめ、公表しました。

そのうち、農村振興局関係予算は、公共事業で4,235億円、非公共事業で1,540億円、計5,774億円（対前

年比99.6％）となりました。このうち、農業農村整備事業の概要について紹介します。

農業農村整備事業＜公共＞

＜対策のポイント＞
競争力強化のたのための農地の大区画化や汎用化・畑地化、新たな農業水利システムの構築、国土強靭

化のための農業水利施設の適切な更新・長寿命化、省エネ化・再エネ利用、ため池の防災・減災対策や農
業用ダムの洪水調節機能強化、集落排水や農道等の生活インフラの整備等を推進します。

＜事業目標＞
〇全農地面積に占める担い手が利用する面積の割合の増加（8割[R5年度まで]）
〇更新が早期に必要と判明している基幹的農業水利施設における対策着手の割合（10割[R7年度まで]）

★令和４年度農村振興局関係予算 概算決定の概要
★令和３年度新木津用水路工事実施状況
★「ニッポンフードシフト」始めました

新濃尾農地防災事業についての紹介動画を
作成しました。
https://www.youtube.com/watch?v=Zel3FWB9nLo

ニッポンフードシフトとは？

「食」は人を育み、生きる力を与え、そして社会を動かす原動力となるもの。

いうまでもなくすべての人は「食」と無関係で生きることはできません。

日本社会が大きな変化に直面している今、これからの「食」はどうあるべきか。

食料自給率、環境との調和、新しい生活様式、健康への配慮、食育、サプライチェーンの状況など、私たちが真

摯に向き合わなければならないテーマは少なくありません。

「食」について考えることは、これからの社会を考えること、人の生き方を考えること。

今こそ、変えるべきは変え、守るべきは守り、新しい挑戦を応援しながら、この時代にふさわしい日本の「食」のあ

り方を考える機会ではないでしょうか。

消費者、生産者、食品関連事業者、日本の「食」を支えるあらゆる人々と行政が一体となって、考え、議論し、行
動する国民運動「ニッポンフードシフト」始まります。

事例の紹介

ニッポンフードシフト ホームページ
https://nippon-food-shift.maff.go.jp/
← 詳しくはこちら！！

紹介した事例のほかにも、様々なコンテンツがあります。
詳しくはホームページをご覧ください。

有機野菜で育てたい親心

「昆布だし、にんじん、米粉」。株式会社はたけのみかた
の離乳食ブランド「mamma」の原材料は実にシンプル。
創業者が有機野菜農家と出会い、野菜づくりにかける
並々ならぬ思いや販路探しの苦労を聞き、一方、お母さ
んが赤ちゃんのために遠方から有機野菜を買いに来てい
ることを知り、「有機野菜を離乳食にすれば両者の思いを
つなげられるのではないか」と考え、事業化へと突き進み
ました。月齢ごとに食材の固さや大きさ、栄養を考えて作
るなど、丁寧な取り組みが評判となり、仕入れる生産者は
２０軒までに増えています。

農山漁村の高齢化に伴い、全国的に増えている竹林放置。
福岡県糸島市では耕作放棄地に約450haの竹林が広がり、
大半が放置されたままの状態です。そんな竹林の有効活用
に立ち上がったのが「糸島コミュニティ事業研究会」。大手企
業を早期退職して地元に戻ってきたメンバーらで構成され、
地域課題を解決するｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽの創設を目指して活動を
開始。思いついたのがラーメンの具材に欠かせないメンマづ
くり。安心して食べられる「純国産」を合言葉に収穫時期や調
理方法等の模索が続きました。レシピは４年がかりの試行錯
誤の末に考案。商品化に成功し、飲食店や生協向けに年間
６トンを生産。

昨年には新工場も完成。
離乳食だけではなく子ど
もや大人、高齢者の食に
も広げていこうとしていま
す。

美味しく食べて竹林整備

筍の収穫と調理は地域の
NPOや障害者施設に有償で
担ってもらい、新たな就労の
場にもなっています。

令和４年度農村振興局関係予算 概算決定の概要

－公共で4,235億円、非公共で1,540億円、計5,774億円（対前年比99.6％）

＜事業の内容＞
１．農業の成長産業化に向けた農業生産基盤整備（農業競争力強化対策）

担い手への農地集積や農業の高付加価値化を図るため、農地中間管理機構との連携等により、農地の大区画化や汎用
化・畑地化、畑地かんがい施設の整備等を推進します。また、水利用の高度化や水管理の省力化を図るため、パイプライ
ン化やICTの導入等による新たな農業水利システムの構築等を推進します。
２.農業水利施設の戦略的な保全管理、防災・減災対策（国土強靭化対策）

農業水利施設の更新・長寿命化、省エネ化・再エネ利用、農地の湛水防止対策、ため池の防災・減災対策、農業用ダ

ムの洪水調節機能強化等を推進します。
３．農村整備（田園回帰・農村定住促進）

農村に人が安心して住み続けられる条件を整備するため、集落排水施設や農道、地域資源利活用施設の整備等を推進し
ます。

＜事業の流れ＞

＜事業のイメージ＞

詳細は、農林水産省ホー

ムページをご覧ください。

こちらから →

農林水産省は「食料・農業・農村基本計画」に基づき、食と農のつながりの深化に着目した

新たな国民運動「食から日本を考える。日本フードシフト」を開始しましたので、紹介します。

お問い合わせ先
農村振興局設計課
03-3502-8695

http://www.maff.go.jp/tokai/seibi/kensetu/sinnoubi/
http://www.maff.go.jp/
http://www.maff.go.jp/tokai/
https://www.maff.go.jp/tokai/noson/shinnobi/
https://www.maff.go.jp/
https://www.maff.go.jp/tokai/
https://www.youtube.com/watch?v=Zel3FWB9nLo
https://nippon-food-shift.maff.go.jp/
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工事期間中は、工事車両の通行、交通規制等で
地域住民の皆様にはご不便をおかけいたしますが、
ご協力よろしくお願いします。

新濃尾農地防災事業所では、都市化の進行により増加した排水による洪水などの災害から地域を守るために、
水路の断面を大きくするなどの工事を行っています。
水路本体の工事は、主に農業用水を使用しない10月から３月までの間に行っています。
総延長10.6ｋｍのうち、令和２年度までに5.8ｋｍの工事が完了しました。
令和3年度は安全対策に加え、新型コロナウイルス感染症対策をしながら約1.0ｋｍの工事を実施しています。

Ｎ

凡 例

令和2年度まで

令和3年度

令和4年度以降

朝宮公園

小牧工業高校 青塚古墳

一色小学校

大手小学校

春日井西高校

鷹来小学校
①

②

③

④

⑤

②

【工事場所】
春日井市高山町、大手田酉町及び朝宮町地内

約261ｍ（田酉橋周辺～高山橋周辺)
【工事期間】

令和２年６月～令和５年５月

【工事概要】
田酉橋～高山橋の間約188ｍの区間を「リフト台

車工法」により水路の改修工事を実施しています。

①春日井高山工区（その１）改修工事
【工事場所】

春日井市大手町地内

約329ｍ（春日井西高校周辺～旧木戸橋周辺

、大手橋周辺）

【工事期間】

令和３年６月～令和４年３月

【工事概要】

周辺の家屋等への影響を考慮し、「オープンピッ

ト工法」等により掘削を行いながら水路の据付を

行う方法で改修工事を実施しています。

②春日井大手工区その4-2工事

【工事場所】

小牧市東田中地内

約183ｍ（西寺田橋周辺～南新田橋周辺）

【工事期間】

令和３年９月～令和５年５月

【工事概要】

１級河川薬師川との共用区間となっており、旧護岸工等を

取り壊した後、川（水路）の断面を掘削・拡大し、ブロック積

護岸及び底版コンクリートによる改修工事を実施しています。

③小牧東田中工区（その２）改修工事

【工事場所】

小牧市久保一色及び久保一色南地内
約109ｍ（金六堰下流から善助橋周辺)

【工事期間】

令和３年８月～令和４年３月

【工事概要】
周辺家屋への影響等に配慮しながら「リフト台

車工法」により水路の改修改修を実施していま
す。

④小牧久保工区その２工事 【工事場所】

小牧市久保一色及び犬山市楽田青塚及び

字中唐曽地内

約142ｍ（御伊勢橋周辺～四重橋周辺)
【工事期間】

令和３年６月～令和５年３月

【工事概要】

周辺の家屋等への影響を考慮し、「オープン

ピット工法」により掘削を行いながら水路の据付

を行う工法で改修工事を実施しています。

⑤小牧久保工区(その４)改修工事

河床掘削状況

掘削及び基礎コンクリート完了 リフトローラー工法による施工状況 オープンピット工法による施工状況オープンピット工法による施工状況


